予算要求資料
平成30年度3月補正予算 支出科目 款：農林水産業費 項：農業費 目：園芸特産物対策費
	事業名　新イチゴ優良種苗安定供給拠点施設整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産園芸課　野菜果樹特産係　電話番号：058-272-1111（内2866）

　　　　　　　E-mail： c11423@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　補正要求額　132,352千円（現計予算額：0千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県債
	一般

財源

	現　計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

要求額
	132,352
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	132,352

	決定額
	132,000
	66,000
	0
	0
	0
	0
	0
	66,000
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・本県の農業産出額は1,164億円であり、野菜は約31%（361億円）を占めている。（H28農林水産省調査）。

・一方、生産者の高齢化や産地間競争の激化による価格の低迷等により、野菜の出荷量及び産出額は近年、漸減傾向にある。
・本県では、産地間競争に対応し、県産イチゴのブランド化を進めるため、新たな品種を育成してきたが、今後、供給量の増加に向けた生産体制の整備が必要となる。
・このため、本県が育成した優良種苗を県内産地に安定供給する拠点となる、クリーンで高度な栽培環境制御の可能な施設を整備する。

（２）事業内容

【事業概要】

　イチゴ等県有品種の維持と原原種の供給に必要な施設の整備

【事業目的】

　　　　　　　優良種苗生産供給施設を整備し、県育成優良品種の安定供給を実現し、県内イチゴ産地の活性化を図る。
【整備概要】

	整備

年度
	施設名
	整備目的

	３０
	イチゴ優良種苗安定供給拠点施設（屋根型硬質フィルム温室）
	

	
	
	高度環境制御型温室


	ウィルスや病害虫の罹病、寄生を防ぎ、県有品種の良質な種苗を生産する

	
	
	形質検定用温室

	品種に固有する形質が発現しているか確認する


　
　　　
　【設置場所】農業技術センター
（３）県負担・補助率の考え方

　　　地方創生拠点整備交付金を活用（１／２以内）
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	工事委託費
	12,960
	設計費、管理料

	工事請負費
	115,332
	高度環境制御型温室

形質検定用温室

	備品購入費
	4,060
	苗生産、病害検定用機器等

	合計
	132,352
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・「ぎふ農業・農村基本計画」
　　　第５章　政策の方向性
　　　◆３つの基本方針に基づく具体的な取り組み
　　　　２　売れるブランドづくり
　　　＜基本施策＞（２）新品種・新技術の導入
　　　　[高品質・ブランド価値向上]

・農業の国際化や多様化する消費者ニーズに応えるため、米や柿、いちご、花きなどの園芸品目の新品種や牛、豚、鶏などの種畜の開発や改良を行う
・県育成品種を現地に普及するため、生産者、ＪＡ等関係機関、普及指導員を構成員とした栽培技術研究会を立ち上げ技術統一を図るなど、岐阜県オリジナルブランド化を目指す。
・県オリジナル品種や地域特産物の機能性成分などの特徴を生かせる栽培方法、加工食品の開発や、柿、鮎などの需要拡大のための長期保存方法の開発など、高付加価値化技術を開発・普及する。

（２）後年度の財政負担

　　　有（施設維持費）
　　　
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	県育成品種の優良種苗を安定して維持・確保・供給することにより、高品質化と生産性の向上が図られブランド力が向上することにより、県有品種のシェアの向上とともに新規就農者の確保も促進される。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	県育成品種利用の拡大
	（H26）
	（H27）
	（H28）
	８３％
(H29)
	９０％
（H33）
	－



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	　無病で形質の安定した優良種苗の維持・確保と安定供給のため、
事業の必要性は高い。



	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　 

	


（今後の課題）

	　県育成品種を活用したブランド化推進と生産者所得の向上、安定した新規就農者の確保による産地拡大。




（次年度の方向性）
	整備した施設の有効利用を促進するとともに、県育成品種の利用率の向上を推進する。また、県育成品種の利用により生産性を高め、生産数量の拡大を図る。



